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札 幌医科 大 学保健 医療 学 部紀 要　 第 正13号　117-121　 (2011)

香港理工大学との国際交流について

山 口雅 子1)、 坪 田貞 子2)、 片 寄正 樹3)、 乾　 公 美3)

　　　　　札 幌医科 大 学保健 医療 学部

　　　　　1)看 護 学科

　　　　　2)作 業療 法 学科

　　　　　3)理 学療 法 学科

　香 港 理 工 大 学　 Faculty　 of　Health　 and　Social　Sciences（ 医療 及 社 会 科 学 院） と札 幌 医科 大 学 は 、 国際 交

流 覚 書 の 締 結 を 予 定 して い る。 香 港 理 工 大 学 医療 及 社 会 科 学 院 との覚 書 締 結 に よ り、研 究者 の派 遣 事 業 が

始 ま る予 定 で あ る。 本 論 文 は 、 香 港 理 工 大 学 及 び 医療 及 社 会 科 学 院Department　 of　Rehabilitation（ 康 復 治

療 科 学 系） の紹 介 、 覚 書 締 結 ま で の推 移 、 平 成22年1月11日 香 港 理 工 大 学 視 察 の概 要 に つ い て 述 べ た も の

で あ る。 香 港 理 工 大 学 に お い て 、 教 員（ 研 究者） 派 遣 事 業 、 学 生 間 交流 事 業 、 テ レビ回 線 を利 用 した2大

学 間 のTV-Conference、 ア ジア 太 平 洋 地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン 医 学 ・医 療 に携 わ る研 究者 の 国 際 会 議 の

開催 等 に つ い て 検 討 した。 香 港 理 工 大 学 と国 内他 大 学 との 学 生 交換 留 学 制 度 の紹 介 とメデ ィ カル ツー リズ

ム 参 入 に つ い て 将 来構 想 と して 私 見 を 述 べ た。

キ ー ワ ー ド:国 際 交 流　 香 港 理 工 大 学

　　　　　　Faculty of Health and Social Sciences (医 療 及 社 会 科 学 院)

　　　　　　Department of Rehabilitation (康 復 治 療 科 学 系)

　　　　　　札 幌 医 科 大 学
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Sapporo Medical University and the Faculty of Health and Social Sciences of the Hong Kong
Polytechnic University are scheduled to sign a Memorandum of Understanding (hereafter MOU) to
foster international collaboration and exchange of expertise in research education. The project for
academic staff exchange and sharing of expertise will be commenced with the initiation of this MOU.
This report summarizes the process of the transition to the MOU and provides an outline of the in-
spection visit to the Department of Rehabilitation Sciences of the Polytechnic University by the tran-
sition team on January 11, 2010.
The main discussion topics of both parties at the Polytechnic University included the exchange of
academic staff and collaboration in research projects to share expertise, a student exchange pro-

gram, utilization of video conferences for communication between the two universities, and the open-
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山口雅子 、坪 田貞子 、片寄 正樹 、乾公 美

1.は じめ に

　 札 幌 医 科 大 学 の理 念 に 国 際 的 ・先端 的 な研 究 を進 め る こ

と と明 記 され て い る よ うに 、 国 際化 は 大学 の発 展 と役 割 に

欠 く こ とが で き な い もの で あ る。 近 々 、予 定 され て い る香

港 理 工 大 学Faculty　 of　Health　 and　Social　Sciences(医 療 及

社 会 科 学 院)と 札 幌 医科 大 学 との 国 際 交流 覚 書 の締 結 は 、

両 大学 の 研 究 ・教 育 に 良好 な効 果 を もた らす もの と考 え る。

本論 文 は 、香 港 理 工 大 学 と医 療 及 社 会 科 学 院Department　 of

Rehabilitation(康 復 治 療 科 学 系)の 紹 介 と香 港 理 工 大 学 と

の 国 際 交流 につ い て述 べ た もの で あ る。

2.香 港 理 工 科 大 学 概 要1,2,3,4,5)

　 香 港 理 工大 学 は 、香 港 大 学 、香 港 中文 大 学 に次 ぐ香 港 第

3番 目の 高 等 教 育 機 関 と して 、1972年 に 設 立 され た。 大 学

教 育 は 国際 的 共 通 言 語 で あ る英 語 で な され て い る。 ビク ト

リアハ ー バ ー か ら徒 歩10分 の 交 通 至便 な所 に位 置 して い る。

　 大 学 は 、Faculty　 of　Applies　 Science　 and　Textiles(応 用 科

学 及 紡 織 学 院),Faculty　 of　Business(工 商 管 理 学 院),

Faculty　 of　Construction　 and　Land　 Use,(建 設 及 地 政 学 院)

Faculty　 of　Engineering(工 程 学 院),　Faculty　of　Humanities

(人文 学 院),Faculty　 of　Health　 and　Social　Sciences(医 療

及 社 会 科 学 院),School　 of　Design(設 計 学 院),　School　 of

Hotel　and　Tourism　 Management(酒 店 及 旅 遊 業 管 理 学 院)

か らな り、 理 工 系 、 社 会 科 学 系 、 人 文 学 系 等 幅 広 い 内 容 の

教 育 を提 供 してい る。　 学 士(B.A.)、 修 士(M.A.)、 博 士

(PhD.)課 程 を有 し、 学 生 数 は 約2万6千 人(全 日制1万

人 ・夜 間 部1万6千 人)、 専 任 教 員 数 は1千 人 を超 え る マ

ンモ ス総 合 大 学 で あ り、 香 港 政 府 立 の6大 学 中 最 大 規模 の

大 学 で あ る。 香 港 理 工 大 学 は 学 術 的 レベ ル が 高 く諸 外 国 と

交 流 研 究 も活 発 で あ る。

　 札 幌 医 科 大 学 が 覚 書 締 結 を 予 定 し て い るFaculty　 of

Health　 and　 Social　Science(医 療 及 社 会 科 学 院)は 、

Department　 of　Rehabilitation(康 復 治 療 科 学 系)、　School　of

Nursing(護 理 学 院)、　Department　 of　Applied　Social　Sciences

(応 用 社 会 科 学 系)、Department　 of　Health　 Technology　 and

Informatics(医 療 科 学 及 資訊 学 系)、　School　 of　 Optometry

(眼科 視 光 学 院)の5つ の学 系 か ら構 成 され て い る。

　 康 復 治療 科 学 系 は 、 作 業 療 法 学 科 と理 学療 法 学 科 か らな

り、 香 港理 工 大 の 中 で も特 に優 秀 な 学 生 が 学 ん で い る。 香

港 理 工 大 学 の42の 学 系 の 全 日制 の 学 生 中 、 作 業療 法 学 科 は

1位 、理 学 療 法 学 科 は6位 の 学 業 成 績 で あ る。 護 理 学 院 で 、

看 護 教 育 が お こな わ れ て い る。

3.香 港理工大学 と札幌 医科大 との学術交流

　　 に向けての経緯

　 平 成21年5月3日 、 香 港 理 工 大 学 の 康 復 治 療 科 学 系 、

Cecilia　Li-Tsang教 授 か ら学 術 交 流 の 依 頼 が あ り、 大 学 紹

介DVDや パ ン フ レ ッ トが 送 付 され た 。 平 成21年5月13日 、

学 部 教 授 会 で 香 港 理 工 大 学 紹 介DVDを 視 聴 し意 見 交 換 が

な され た。 平成21年5月15日 、 学 部 国際 交流 部 会 で香 港 理

工 大 学 との 協 定 に っ い て検 討 が な され 協 定 相 手 と して 申 し

分 な い と結 論 が 出 され た。 平 成21年5.月25日 、学 部 教 授 会

に学 部 国 際 交 流部 会 の結 論 を 報 告 し教 授 会 の 了承 を得 る。

平成21年11月25日 、香 港 理 工 大 学 と札 幌 医科 大 学 保 健 医療

学 部 の学 部 間 交流 覚 書 締 結 に 向 けて 、 香 港 理 工 大 学 視 察 が

承 認 され る。 平成22年1月11日 香 港 理 工 大 学 視 察 。 平 成22

年1月27日 、 学 部 教 授 会 に て 視 察 報 告 をす る。 学 部 間 の

Memorandum　 of　 Understanding　 for　 Collaboration　 and

Exchangeの 締 結 に 向 け て学 内 調 整 を 開 始 し、 学 部 国 際 交

流 委 員 会 で香 港 理 工大 学 との 覚 書 の 締 結 につ い て承 認 され

る。 近 日中 に香 港 理 工大 学 と覚 書 の締 結 の 予 定 で あ る。

4.香 港理工大学訪問

　 平 成22年1月9日 ～12日 の 日程 で 、 乾 公 美保 健 医 療 学 部

長 、 坪 田 貞子 作 業療 法学 科 長 、 片 寄 正樹 理 学 療 法 学 科 教授 、

山 口雅 子 看 護 学 科 教 授 が 、 香 港 理 工 大 学 を 康 復 治 療 科 学 系

にお け る学 部 ・大 学 院 教 育 施 設 、 カ リキ ュ ラム 等 教 育 の 実

態 を把 握 す る こ と と、 香 港 理 工大 学 康 復 治療 科 学 系 の 教 授

との 会 議 を通 して 、 今 後 の 交 流 の あ りか た に つ い て 具 体 的

な 意 見 交 換 を行 う 目的 で 訪 問 した。

　 香 港 理 工 大 学 の 康 復 治 療 科 学 系 長 で あ るDr.　 Chetwyn

Chan教 授 、　Gabriel　 Ng教 授 、　 Cecilia　Li-Tsang教 授 、　Dr.

Hector　Tsang(OT　 Program　 leader),　Dr.　Kwong(PT　 Program

leader)と 我 々4名 は 協 定 締 結 に む け て双 方 が 望 む 交 流 の

形 態 、 交 流 対 象 、 交流 内容 等 にっ い て 協 議 した(写 真1参

照)。 研 究 者(教 員 と大 学 院 生 を含 む)の 交 流 ・共 同研 究

を 第 一 義 に 考 え る こ と とな った 。 ア ジ ア ・太 平 洋 地 域 で先

進 的 な 活 動 を して い る両 大 学 で リハ ビ リテ ー シ ョン 医療 の

組織 や 学 会 ・研 究 組 織 を 構 築 し、 ア ジ ア太 平 洋 地 域 の 医療

に 貢 献 して い き た い と抱 負 を述 べ あ っ た。 具 体 的 な 国際 交

流 の 内 容 の 案 は 、 教 員(研 究 者)派 遣 事 業 、学 生 間交 流 事

業 、 テ レ ビ回 線 を利 用 した2大 学 間 のTV-Conference、 ア

ジ ア 太 平 洋 地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン医 学 ・医療 に携 わ る

研 究者 の 国 際 会 議 の 開催 等 で あ る。

　 康 復 治 療 科 学 系 の 学 内 の　 1.火 傷 リハ ビ リテ ー シ ョン

研 究 室 、2.西 洋 ・東 洋 医学 セ ン タ ー 、3.認 知 神 経 科 学 研

究 所 、4.ス ポ ー ツ トレー ニ ン グ ・リハ ビ リテ ー シ ョン研

究 室 、5職 能 リハ ビ リテ ー シ ョン研 究 室 、6.リ ハ ビ リテ ー

シ ョン情 報 研 究 室 、7.OT小 児 リハ ビ リテ ー シ ョン研 究 室 、
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　　　　　　　 写真1

香港理工大学康復治療科学系の先生方と

8.OT機 能 訓練 室 、9.ス ポ ー ツ パ フ ォー マ ン ス教 育研 究

室 、10.心 臓 リハ ビ リテ ー シ ョン研 究 室 、11.神 経 心 理 学

研 究 室 、12.電 気 治 療 学 研 究 室 な どを 視 察 した。 視 察 の 詳

細 ス ケ ジ ュー ル は資 料1に 示 した 。

　 次 に大 学 の 付 属 施 設 につ い て 述 べ る。 香 港 理 工 大 学 の 康

復 治 療 科 学 系 は 、 独 自にRehabilitation　 Clinic(康 復 治 療

診 所)を 開 業 して お り6)、康 復 治 療 科 学 系 の教 員 が 管 理 し

てい る。 康 復 治 療 診 所 を開 業 す る こ とで 臨 床 と研 究 を 一体

化 させ て い る(写 真2参 照)。 大 学 の ス タ ッ フ と学 生 が 質 の

高い 理 学 療 法 と作 業 療 法 を提 供 して い る。 康 復 治 療 診 所 で

は、 頸 部 痛 や 背 部 痛 治 療 、 運 動 創 傷 、 ス ポ ー ツ チ ー ム の 支

援 、職 場 の 健 康 支 援 、 認 知 リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス 、

鍼 灸 、 脳 卒 中や パ ー キ ン ソンな どの 患 者 の 支 援 を 行 っ て い

る。 大 学 職 員 とそ の 家 族 や 学 生 だ け で な く、 誰 で も利 用 で

き る。 オ リン ピ ック強 化 選 手 な どは 、 診 療 時 間 外 の 夕 方や

士曜 日に対 応 して い る。

　 学 生 宿 舎 は 、 キ ャ ンバ ス か ら徒 歩10分 の 距 離 に あ り、

3000人 が 学 生生 活 を営 んで い る。2人 部屋 と個 室 か らな り、

エ ア コ ン、 冷 蔵 庫 、 イ ン ター ネ ッ ト、 トイ レ、 シ ャ ワー が

響

響

謬 、
　 やがサヤ

麟 一欝鑓

ン〆

蕪 灘 　、

灘1

灘職
馨
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　　　　　　　写真2
康復治療科学系が運営する康復治療所

完備 され て い る。 共 同施 設 と して フ ィ ッ トネ ス ル ー ムや コ

ン ピュ ー タ ー 室 が 完備 され て お り、 ホ テ ル の よ うな住 環 境

で とて も快 適 に暮 らせ る。

　 大 学 は ホ テ ル経 営 に 着 手 して お り、酒 店 及旅 遊 業 管理 学

院 が 、2011年 に262室 か ら な る ホ テ ル を大 学 近 くに 開 業 す

る。 こ こで は 、宿 泊 は もち ろ ん 、 会議 場 や トレー ニ ン グセ

ン ター が 完備 され て い る。 研 究施 設 を 始 め 、 学 生 の教 育 実

習 の 施 設 とな る。 学 生 の 勉 学 に は 、 実 際 の ホ テル で学 ぶ に

勝 る も のは な い との 考 えか らホテ ル の 開 業 とな った。 今 後 、

香 港 理 工大 学 を訪 問す る 時 に は 、 この ホ テ ル を利 用す る こ

とを 勧 め られ た。

　 康 復 治 療 科 学 系 長 で あ るDr.Chetwyn　 Chanや 諸 先 生 方 と

ラン チ ミー テ ィン グ を お こな っ た。 会場 は 、校 舎 の最 上階

に位 置 す る海 峡 を 隔 て 香 港 島 が 一 望 で き る 大 変 眺 め の 良 い

職 員 用 の レス トラ ン で 、 食 事 内容 も満 足 の い くも の で あ る

(写真3参 照)。 学 内 レス トラ ン は 、企 業 の 人 間 と大 学 の 教

員 が食 事 を しな が ら交 流 を 図 る た め に も 良 く利 用 され て い

る。 学 内 レス トラ ン は 、 大 学 に外 部 の方 を招 い た場 合 、 利

便性 が 良 く大 変 有 益 に利 用 で き 、大 学 の校 舎 の建 て替 え に

あ た っ て 、検 討 の価 値 は あ る と考 え る。

　香港理工大学は、教育関連施設、研究施設 ともに充実し

てお り、教員は教育、研究活動に専念できる環境が整えら

れている。外部資金を調達できた教員は研究スタッフを雇

用 し、研究をさらに発展させている。四川の大地震などの

災害には香港赤f"字 社 と共にいち早く救援にでたとのこと

である。北京オリンピソク選手団の強化を始め ・流のアス

リー トの強化にも尽力している。

　視察を通 じて感 じたことは、資金面で充実 していること

である。これは研究者が企業と組んで競争的資金を獲得し、

事業として研究を発展させているからである。これらを支

援する組織が大学内に確立している。企業との結びつきが

強 く、企業経営者が大学に日常的に出入 りし、講義 を行っ

たり、企業の企画開発を大学と共同でおこなった りしてい

る。技術の蓄積が少ない香港では、大学の研究室が企業の
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山 口雅 子、坪 田貞子 、片 寄正樹 、乾 公美

ビジネスにとってもわが国よりも遥かに重要な地位を占め

ているように感 じる。マーケッティングスタッフが海外と

の連携に関 してすべて対応 しているなど、教員が研究と教

育に集中して取 り組めるような体制が取られている。

　大学の広報は、大変積極的になされている。学内に教員

が著述 した書籍、オリンピックや中国宇宙飛行への協力な

ど、大学の社会貢献が学内 ・学外の人に一目でわかるよう

に展示 されている(写 真4、5参 照)。　 学部紹介のDVD

やパンフレットなど内容も充実し体裁 も良い。大学のロゴ

入 りの名刺入れなどの洗練 されたデザインのグッズが各種

作られて学内で販売されている。

麿

難蝦 闘 穂 雛醸

　　　　　　濃 塾叢灘 黙_.

　 鱒 灘漿難 　 …
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ロ
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翻難
騰,　 碑　　　泌

　　韓鞭

　　 写真4

教員の著書の展示

麟

糊
織1

　　　　 灘 懇一　 膿 継 ・　 織　 n

　　　　　　　　　　写真5

オリンピックなどへの大学の社会貢献がわかる展示

避

5.香 港理工大学と日本の他大学との学生交流

　香港理工大学は、世界24力 国、200を 超える大学 と交換

留学制度を持っている1,r)。わが国では奈良女子大学 と授

業料を不徴収とする交換留学制度が確立している。奈良女

子大学の学部生 ・大学院生は在籍 したまま留学する場合

(奈良女子大学には授業料を支払 う必要がある)、香港理工

大学には検定料、入学金、授業料を納める必要がない。留

学期間は1年 以内となっている。香港理工大学で取得 した

単位は、奈良女子大学の単位 として認められるため、留年

することな しに留学できる。この制度は、利用する人数に

制限があ り、語学の勉強を目的 とするものではなく、専門

の勉強や研究を目的とする者を対象としている。留学生は、

奈良女子大学と香港理工大学との選考によって決定される。

　奈良女子大学には国際交流基金派遣留学奨学金があり、

10万円が年間10名 程度に支給されている。また独立行政法

人日本学生支援機構は、学生交流に関する協定等に基づき

諸外国の大学に短期留学する学生を支援するため、短期派

遣留学生 として採用された学生には奨学金 として月額8万

円が支給 される奨学金制度を設けている。麗澤大学や愛知

淑徳大学とも交換留学制度がある。

　香港理工大学には英語短期研修プログラムもあり、中部

大学等が参加 している。実用英語を身につけるためのプロ

グラムで夏季休暇中3週間の日程で費用はおよそ18万 円で

ある。

6.香 港理工大学 と札幌医科 大学の国際交流

　　 の今後

　研究者の交流 ・共同研究として教員派遣事業が計画 され

ている。その後、学生の語学研修、さらに交換留学制度の

確立も検討されている。今回の締結は、医療及社会科学院

と札幌医科大学 との覚書であり、康復治療科学系だけでな

く護理学院 との交流も計画 している。

　将来構想 として、メディカルツー リズム(医 療旅行)へ

の札幌医科大学の参入についての可能性である。国土交通

省観光庁は、訪 日外国人患者等の受け入れ体制の整備にあ

たって、「インバ ウン ド医療観光に関する研究会」を開催

し、 日本政府は、長期治療 目的で訪 日す る外国人向けに

「医療 ビザ」を新設する方向を打ち出 している。富裕な外

国人患者が 日本の医療機関で治療、検診等を受ける目的で

訪 日旅行 し、併せて国内観光を行 う医療観光は、国際交流

や国際貢献に役立ち地域の活性化に資するものと期待され

ている。徳島県では、県が糖尿病患者や旅行業者を対象と

した糖尿検診と観光を組み込んだモニターツアーを開催 し

た。大阪大学では、サウジアラビアの病院 と協定を結び、

平成22年10月 より中東諸国の心臓病患者を年間30人程度受

け入れ、最新の治療を提供すると報道もある8)。

　このような流れの中で、香港理工大学康復治療科学系の

協力を得て、温泉保養地に診療所を開設 し、リハ ビリテー

ションと療養、北海道の観光を合わせた医療旅行の提供の

可能性である。香港、台湾、中国本土をはじめ全世界の華

僑を対象に、中国語圏の人の欲する医療が提供できる。

診療所は、臨床 と研究、学生教育の場 となる。香港理工大

学では、研究者が企業 と組んで、事業として研究を展開 し

てお り、見習 うべき点は多い。香港理工大学との国際交流
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香港理工大学 との国際交流について

の締結は、研究者、学生の交流に留まらず、

可能性 も含んだものと考えることができる。

地域活性化の
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